精神障害者退院支援施設　交渉・行動報告

厚生労働省が１０月１日施行を検討している精神障害者の退院支援施設に関する交渉・行動が９月１４日（木）にもたれた。
当日は午前中まで降っていた雨は上がったものの肌寒い曇り空で時には小雨がぱらついた。そんな中１４時から厚労省前で集会を開始、呼びかけ団体、交渉団からこれまでの経過報告、意見の提起、今日の交渉への意気込みが続いた。
１５時からは交渉団１６名が厚労省内に入り担当部局との交渉が開始された。今回は８月２３日深夜１１時まで続いた交渉からの継続であるが、９月１日付けで厚労省の人事異動があり、担当者が大幅に替わった。また、この時点では退院支援施設問題を含めパブリックコメントの募集期間内でもあったため、退院支援施設の撤回もしくは実施についての決定はパブリックコメントの結果をみたのちにするとのことで、担当者はこの日はまだ何ら回答ができないとした。

このため今回は特に前半の時間はこれまでの協議内容や確認事項がしっかりと引き継がれているのか、新しい担当者がこの退院支援施設の問題を認識しているかについての確認することに重点がおかれた。これまでの交渉経過、確認事項については「組織として対応しており、もちろん引き継いでいる」とし、前回の交渉の結果「実施時期を含めて検討」という一文については実施の是非、退院促進やピアサポートなどの地域支援の在り方に関する幅広い検討がその内容に含まれていることを確認した。また交渉団は「退院支援施設は社会的入院解消の数合わせに使われる」「こうした中間施設がいかに効果がないか、また厚労省がその有効性を示せないこと」「障害当事者との合意形成もなく、審議会委員への説明・議論もなく、反対が多勢を占める中一方的提案という施策決定プロセス」というこれまで主張してきた主に３つの問題点を再び指摘した。
厚労省はこれら交渉団が指摘してきた問題点について、問題があることは認識しているとしながらも前述の理由から合理的な説明や回答を避けた。交渉はその後１０分間の休憩。

厚労省門外の集会には約１５０名の仲間があつまっており、退院支援施設白紙撤回を求めるビラをくばり、続々と自らマイクを握りアピールをしていた。交渉が休憩となった時点で経過報告が入り、みな耳を傾け、再びシュプレッヒコールをあげた。
交渉はその後今回の退院支援施設が地域の実情やこれまでの身体、知的障害者の経験からいかに意味のないものであるか、地域移行を進めるツールとはなり得ないことを、これまで退院促進や地域移行を支えてきた実態からの経験を踏まえた提起がされた。
最後に今後のスケジュールを確認。厚労省は明日のパブリックコメント終了以降に実施に関する検討をすすめる予定だが、見切り発車をしないこと、決定を下す前に来週か遅くとも再来週の初めまでにもう一度私たちとの協議をもつことを明言した。
８月上旬から継続してきたこの交渉も来週以降いよいよ大詰めをむかえることになる。厚労省がパブリックコメントを受けてどのような回答をこちらに投げかけてくるか、来週、再来週と１０月１日を間際に控え大きな動きがあるのは必至。厚労省の出方次第によっては、再び私たちの力を結集させなくてはなりません！最後まで目を離さず、共に闘いましょう！！
